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中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ウ（同じ3Nで押し返す）

手が壁を押す力（作用）と、壁が手を押す力（反作用）は、同じ大きさ・反対向きで、一直線上にはたら

きます。

よくあるまちがい：作用と反作用は、いつも同じ大きさ・反対向き。

問2　答え：ア（2つの力は、別々の物体にはたらく）

作用は「AがBを押す力」、反作用は「BがAを押す力」。力を受ける物体がちがいます。

作用と反作用は同時にはたらき、同時になくなります。

よくあるまちがい：つり合いは1つの物体に2力、作用・反作用は2つの物体に1力ずつ。

問3　答え：イ（AとBが反対向きに動く）

AがBを押すと、同時にBがAを同じ大きさで押し返します。そのため、AとBは反対向きに動きます。

よくあるまちがい：押した側も、同じ大きさの力で押し返される。

問4　答え：ウ（同じ大きさ）

作用・反作用は、質量に関係なく同じ大きさです。

ただし、同じ力を受けても質量の小さいAの方が速く動きます。

よくあるまちがい：動き方（速さ）がちがっても、押し合う力は同じ。

問5　答え：6N

考え方

1. 作用と反作用は同じ大きさなので、6N

よくあるまちがい：反作用は作用と同じ大きさ・反対向き。

問6　答え：イ（地面が足を前へ押す力）

足が地面を後ろへ押す（作用）と、地面が足を前へ押し返します（反作用）。この地面から受ける力で、人

は前へ進みます。

よくあるまちがい：自分が進むのは「自分が受ける力」。押した相手から受ける反作用を考える。

問7　答え：イ（机が本を押す力）

「本が机を押す力」の、主語と相手を入れかえた「机が本を押す力」が反作用です。

よくあるまちがい：作用・反作用は「AがBを〜する力」の、AとBを入れかえたもの。

問8　答え：下の例

重力と机が本を押す力は、どちらも同じ本にはたらいている力なので、つり合いの関係である。作用・反

作用は、2つの物体の間で、たがいに相手にはたらく力である。

採点のポイント：2力とも同じ物体（本）にはたらいている／作用・反作用は、別々の物体に（たがいに相

手に）はたらく

よくあるまちがい：「同じ大きさ・反対向き」はつり合いも同じ。ちがいは、力がはたらく物体。
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